








Fig.4:  東京大学生産技術研究所の SeaXerocks 技術（カメラとレーザー測量）を用いて所得して掘削地点 C0014G 周辺の海底写真 
 モザイクと超精密地形図。掘削孔 C0014G は孔口装置（三角形のガイドベース）を設置してあり、C0014D/E は裸孔。写真モ 
 ザイクでは、掘削孔周囲の海底は約 40mにわたり白くなっており、熱水活動による生物群集や変質ゾーンが分布していること 
 がわかる。
Fig.5:  C0014D/E サイトの掘削前の状況。シロウリガイ群集が広がっていた。マーカーを矢印で示す。
Fig.6:  掘削後 24ケ月後。生物群集は消えていた。矢印は同じマーカー。
Fig.7:  掘削後 38ケ月後。ゴエモンコシオリエビの群集が集まっていた。矢印は同じマーカー。掘削によって熱水循環の性質が変化し、 
 それが生物群集の変化を起こした。
Fig.8:  C0014G の孔口装置の写真。掘削孔からの熱水の観測が行われた。
これらの探査に用いられた「ちきゅう」（Fig.9）、「しんかい 6500」（Fig.10）、AUV「うらしま」（Fig.11）、ROV「ハイパードルフィン」
(Fig.12)、SeaXerocks(Fig.13)。



chapter2.4　沖縄トラフの海底
2010 年 9 月に沖縄トラフ・伊平屋海丘で行われた「ちきゅう」による沖縄熱水海底生命圏掘削航海（IODP Expedition 331）では、
熱水チムニーの掘削が行われた（C0016A サイト）。このチムニーでは、その後の経過観察がなされ、新たなチムニーの成長過程が
確認され、その成長速度（一年で高さ８m！）は驚くべき速さだった。高井ら（2011）より。

１年で高さ８mのチムニーが成長
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C0016B サイトの孔口装置に設置された熱水導出管の出口に生成されたミニチムニーのサンプル。黒鉱鉱床と極めて類似した硫化鉱
物の組成（黄銅鉱、方鉛鉱、閃亜鉛鉱など）を示す。野崎達生・木川栄一提供。


